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平成３０年 ６月２２日  
黒東地域農業技術者協議会 

－ カメムシによる斑点米の発生に注意！ － 

 地域ぐるみで斑点米の発生を防止するため、カメムシ類の生息場所となってい

る畦畔や雑草地の草刈りを徹底することが重要です。 

 
１．水田畦畔などの草刈り運動の実施について 

 
イネの出穂前に草刈りを徹底し、斑点米の発生を防止しましょう。 

運 動 期 間  ７月１日（日）～１０日（火） 

一斉草刈り日  ７月７日（土）～ ８日（日） 

【注意点】 

・刈り取った草は、絶対に隣接ほ場や用排水路に流入しないよ

うに努めてください。 
・暑い時期のため、適度な休憩や水分補給を行うなど、農作業

事故と熱中症には十分に注意してください。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２．間断かん水の徹底 

 
中干し後は、幼穂形成期まで「間断かん水」を継続しましょう。 
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稲作管理特報 

【間断かん水の目安】 
・１日湛水、２～３日落水。湛水時は、ほ場全体に水が行きわたる程度で十分です。 
・中干しが不十分で足が沈むほ場は、落水期間を長くしましょう。 
中干しが不十分なほ場は、落水期間を長めにとりましょう。 
 

☆大麦跡田や転作田のすき込み 

・大麦跡田などは、草刈り運動期間中に必ず耕起し、麦稈や雑草をすき込みましょう。 
※麦跡などにソバや地力作物などを作付けする場合も早めにすき込み、カメムシ類

の生息場所をなくしましょう。 
・エンバク田は、遅くとも７月中旬までにすき込みましょう。 
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